
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和 6年 9月 27日 
練馬区立旭丘小学校 

 「暑
あつ

さ寒
さむ

さも彼
ひ

岸
がん

まで」というように、日
ひ

に日
ひ

に暑
あつ

さがやわらぎ、過
す

ごしやすい気
き

候
こう

になりました。秋
あき

は、お米
こめ

や

大
だい

豆
ず

、里
さと

いもなど、 昔
むかし

から日
に

本
ほん

人
じん

の 食
しょく

生
せい

活
かつ

に欠
か

かすことのできない作
さく

物
もつ

が 収
しゅう

穫
かく

を迎
むか

える季
き

節
せつ

です。また、漢
かん

字
じ

で「秋刀魚」と書
か

くサンマをはじめ、サケ、サバ、カツオなどの 魚
さかな

は、秋
あき

になると 脂
あぶら

がのっておいしくなります。

秋
あき

の実
みの

りや自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みに感
かん

謝
しゃ

し、 旬
しゅん

の食
た

べ物
もの

をおいしくいただきましょう。 

十三夜
じゅうさんや

 （１０月
がつ

１０日
と お か

） 

十五夜
じ ゅ う ご や

は聞
き

いたことがあると思
おも

いますが、十三夜
じゅうさんや

というお月見
つ き み

の日
ひ

があるのは知
し

ってい

ますか。十三夜
じゅうさんや

は、十五夜
じ ゅ う ご や

から１ヶ月後
１ か げ つ ご

にお月
つき

見
み

をするという日本
に ほ ん

独自
ど く じ

の風 習
ふうしゅう

です。

十三夜
じゅうさんや

の月
つき

は少
すこ

し欠
か

けた月
つき

です。少
すこ

し欠
か

けた月
つき

も風情
ふ ぜ い

があって 美
うつく

しい、ということで

十三夜
じゅうさんや

にもお月
つき

見
み

をする風 習
ふうしゅう

が生まれました。 昔
むかし

は、十五夜
じ ゅ う ご や

と十三夜
じゅうさんや

の両 方
りょうほう

でお月
つき

見
み

を

し、どちらか片方
かたほう

のお月見
つ き み

をしないことを“片
かた

見
み

月
つき

”と言
い

い、縁起
え ん ぎ

が悪
わる

いとされていまし

た。 

十三夜
じゅうさんや

の時期
じ き

には栗
くり

や豆
まめ

の収 穫
しゅうかく

がされることから“栗
くり

名月
めいげつ

”“豆
まめ

名月
めいげつ

”とも呼
よ

ばれてい

ます。十三夜
じゅうさんや

にちなんで、給 食 室
きゅうしょくしつ

で小豆
あ ず き

を焚
た

いて 旬
しゅん

の栗
くり

を入
い

れたぜんざいを作
つく

ります。 

 

給食の食材の主な産地７月（９月１０日現在） 

・練馬区（キャベツ） 

・東京都（にんにく、なす、きゅうり、小松菜、とうもろこし） 

・青森県（大根、鶏卵）  ・千葉県（にんじん、にら、さつま芋、メロン、マッシュルーム、小ネギ）     

・岩手県（鶏肉）          ・埼玉県（豚肉）                    ・鳥取県（鶏肉）  

・茨城県（にら、長ねぎ）      ・神奈川県（冬瓜）         ・高知県（しょうが） 

・栃木県（ほうれん草、もやし）  ・静岡県（セロリー、チンゲン菜）   ・長崎県（じゃが芋）      

・群馬県（すいか）               ・和歌山県（オレンジ）             ・宮崎県（ごぼう、ピーマン）  

・長野県（白菜、えのき）      ・兵庫県（玉ねぎ）         ・沖縄県（パインアップル、オクラ） 

 日々
ひ び

成 長
せいちょう

している子供
こ ど も

は、体
からだ

が大
おお

きくなるにつれて必要
ひつよう

とする血液
けつえき

の量
りょう

も増
ふ

えてきます。そのため貧血
ひんけつ

が

起
お

こりやすくなります。食生活
しょくせいかつ

に気
き

を付
つ

けて貧血
ひんけつ

を予防
よ ぼ う

しましょう。 


